第16回JCHO大和郡山病院地域協議会

開催日時　令和7年7月10日（木）14:00～15：00
場所　　　大和郡山病院　3階講義室
議題　　　1.近況報告	
　　　　　2.意見交換
出席者　　【院内委員】
髙田　泰次（院長兼患者総合支援センター長）、松下　光伸（副院長）、
岡　裕也（副院長）、西川　祐史（事務部長）、前川　紋子（看護部長）、
吉崎　弘美（副看護部長兼副患者総合支援センター長）、池田　美幸（患者総合支援センター看護師長）、井上　佐和（医療社会事業専門員）、中野　真吾（医療社会事業専門員）、（代）井ノ口　美帆（訪問看護ステーション副看護師長）、佐々木　大介（経理課長）、寒川　美紀子（医事課長兼副患者総合支援センター長）、宮本　光裕（総務企画課長）
【外部委員】
西﨑　和彦（大和郡山市医師会会長）、大野　忠彦（大和郡山市歯科医師会会長）、
仲谷　尚起（大和郡山市薬剤師会会長）、石橋　広重（大和郡山市福祉部次長）、
和田　小百合（大和郡山市医師会訪問看護ステーションやすらぎ管理者）

欠席者　　中島　有美（訪問看護ステーション看護師長）
野田　和世（患者・患者家族代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順不同、敬称略
司会（宮本総務企画課長）
・第16回JCHO大和郡山病院 地域協議会 開催について

【　委員紹介　】
院内、院外委員の紹介。
会議・所用等のため、中島有美（訪問看護ステーション看護師長）、野田和世（患者・患者家族代表）の2名が欠席となった。

【　院長挨拶　】
本日は、お暑い中、またお忙しい中、JCHO大和郡山病院の「地域協議会」にご出席いただきありがとうございます。
ご挨拶が遅れましたが、私は昨年4月1日付でJCHO大和郡山病院の院長に着任した、髙田泰次　と申します。
～簡単に略歴～
昭和58年3月に京都大学医学部卒業
平成21年7月に愛媛大学　教授就任
　令和6年3月に愛媛大学を定年退官後、ご縁があって当院の院長となりました。
この地域協議会につきましては、独立行政法人地域医療機能推進機構法第20条（地域の実情に応じた運営）の規定により、「施設の運営に当たり、協議会の開催等により、広く当該施設の利用者その他の関係者の意見を聴いて参考とし、当該地域の実情に応じた運営に努めなければならない。」とされ、他の公的医療機関にはない特徴を有しており、毎年度、地域協議会を開催し、広く関係者の意見を聴くことで、今後の病院運営に適切に反映することとなっています。
しかし、昨年度は準備不足等で開催できておらず、今回の開催が院長として着任後、初の開催となりましたことをお詫び申し上げます。
現在、全国の公的病院の経営状況が悪化しており、令和5年度では全体の7割が赤字病院と、令和4年度より2倍増加しているという状況と聞いています。
これは、新型コロナウイルスの収束に伴う補助金の終了などが影響していることもありますが、光熱水料や診療材料費などの物価高や、委託費や人件費の高騰などが大きく影響しています。
JCHO病院も同様で、物価高、人件費等の高騰により、病院経営はかつてないほど厳しさを増しており、令和5年度は全国57病院のうち、31病院が赤字決算。令和6年度の経常収支は平成26年度のJCHO設立以来の最大の赤字となり、全国57病院のうち、32病院が赤字決算となっています。
令和6年度には診療報酬の改定もありましたが、物価高、人件費増を賄えるだけの改定額とはなっておらず、持ち出しの状況であります。
特に職員の給与については、JCHOは国家公務員の人事院勧告に則り、給与改定を行っておりますが、現状は人事院勧告の水準に至っておらず、医療従事者の確保も困難となってきています。
収支改善策やコスト削減策を講じてもなお、病床利用率が90％を超える病院でも黒字にならない現状があり、そもそもの医療制度の構造的な問題があると考えています。
当院も赤字決算となり、その大きな要因に常勤医の退職が挙げられます。
整形外科医2名のうち大学医局人事で1名が令和6年3月末退職、もう1名も12月末退職し、大学医局からはその後のあと補充はありません。
このことにより、外傷救急などの受け入れも断らざるを得ない状況となっています。
1名の循環器内科医も今年3月末開業のため退職、また、1名の脳神経内科医も今年3月末に退職しましたが、大学医局からのあと補充はありません。
また、先月6月末には1名の呼吸器内科医も医局人事で退職となったところであり、医局からのあと補充がありません。
　　一方で、1名の泌尿器科が人事で12月末退職、今年4月に新たに近大から1名着任。
小児科医2名のうち1名が今年4月末に開業のため退職しましたが、4月より新たに奈良医大から1名着任しています。
　　どの診療科についても関連大学医局からの後任派遣が望めないため（実質の撤退）、新たに私立大学の開拓や、医師紹介会社と契約し、人材確保に努めているところであり、目下医師確保に奔走しています。
このように、当院はJCHOの中でも厳しい経営状況ではありますが、地域に密着した医療を提供し、行政、医療・福祉・介護等の関係機関と連携を図り、地域医療に貢献して参りたいと考えています。
委員の皆さまには、この協議会の場に限らず、当院へのご意見やご要望がございましたら、いつでもお聞かせいただきたいと存じます。
これからも、地域の皆さまより信頼いただける病院になるよう努力して参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

【　近況報告（髙田院長）　】
・令和6年3月1日　大和郡山病院 病児保育園の開園
　大和郡山市のご尽力により、市内初の病児保育園「のびのび」が開園しました。
月平均5名程度が利用されています。

・令和6年4月1日　髙田院長着任

・令和6年11月2日　JCHO大和郡山病院 地域医療連携フォーラム開催
　当院初となる地域医療連携フォーラムをJWマリオットホテル奈良にて開催いたしました。
大和郡山市内のクリニックさんを中心に市内外23医療機関、42名の参加者をお迎えして講演会・懇親会を開催、西﨑医師会長にも座長をしていただき、盛況に終わりました。
今年度も9月27日(土)に同じくJWマリオットホテル奈良で開催を計画しています。

・令和6年11月29日～30日　第9回JCHO地域医療総合医学会（仙台）
　当院からは24名が参加、講演6題、ポスター3題、職場改善の取り組み1題を発表いたしました。
中でも、患者総合支援センターからの職場改善の取り組み発表が「優秀賞」を獲得し、優秀賞の盾と副賞の賞金をいただきました。

・令和6年12月7日　奈良の地域医療を支える会～高齢者に対する地域医療～（県総）
当院、奈良県総合医療センター、奈良医療センター、西の京病院、済生会奈良病院の5病院の連携でセミナーを開催しました。
奈良市、大和郡山市医師会会員の医療機関から134名の参加があり、盛況なセミナーでした。

・令和7年3月1日　大和郡山病院 健康フェア2025開催
当院の健康管理センターがコロナ前まで開催していた地域住民さん対象の「まちの保健室」の再開に併せて、規模を拡大して開催いたしました。
①血管年齢・血圧・体力測定などの健康チェック、②お薬・栄養・リハビリの相談、③思春期・女性の健康相談、④訪問看護のご案内。お茶コーナーも設置し、延べ54名の地域の方に参加いただき、好評でありました。
今年度も11月1日(土)に開催予定で計画しています。

・令和7年6月1日　病棟再編（許可病床223床　→　201床）
患者数確保や、当院の厳しい経営状況を鑑み、コンパクトで効率的な運営にシフトすべく、病棟再編を行いました。
第一段として、許可病床223床から201床に縮減。運用病床は191床から160床に縮減（一般病床31床縮減し、一般病床120床、地域包括ケア病床40床）し、現在運営を行っています。

「　令和6年度診療実績について（髙田院長）　」（別添資料参照）
・1日平均入院患者数
　令和6年度の月平均は125.7人、令和5年度と比較してやや減少しています。これは整形外科常勤医師の退職が主な原因ではないかと考えています。

・1日平均外来患者数
令和6年度の月平均310.8人、令和5年度と比較して減少しています。これも同じような原因と考えています。

・救急車両搬送患者数
　令和5年の後半から当院は、救急要請は原則断らないという体制で臨むようにいたしました。
その結果、令和5年度は月平均95.9件の搬送患者数がありました。
令和6年は78.9件と減少していますが、これは要請数そのものが減少していたこともあります。

・救急車搬送応需率
　令和6年度は応需率90.8％、9割以上の患者さんをお受けするという事で非常に高い値になっています。
　これは、原則断らない体制を続けている証だと思っております。

・紹介率
　毎年だいたい、39～40％という事でご紹介を頂いております。
ありがとうございます。

・逆紹介率
　令和5年度59.5％、令和6年度65.4％と年々増加あがってきております。
　地域の先生方にお返しする割合が増加してきているという事でございます。

・訪問看護件数
　これはだいたい、360件～380件というところで、あまり増えもせず、減りもせずというところです。

・健診利用者数
　こちらは月平均2,100件～2,200件で、もう少し伸ばしたいと考えているところで、現在いろいろとアイデアを練っているところです。

「　小児科の取り組みについて（矢田小児科医長）　」（別添資料参照）


【　意見交換　】
（仲谷大和郡山市薬剤師会会長）
　昨今、ずっと言われているように医薬品の出荷調整、供給停止等が依然として続いているという事となりまして、前よりもかなり良くはなっているのですが、「なんでこんな薬が・・・」というものも出てきている所もあります。
薬剤師会としても対応しているのですが、どうしても難しい時は病院の先生にお願いして代替の薬の検討をして頂くという形で疑似照会させて頂くのですが、抗生物質等、まだまだ大変なとこでもあるのですが、「代替に出来ない」、「どうしてもこれが欲しい」と言われてしまうと、「うちにもない」、「周りの所にもない」という事となってくると、結構、「これで5件目です」と言われたりする事があって、卸業者と相談して、2日後等とかなり時間が経ってしまう事がありますので、最大限努力して頂いていると思うのですが、そのあたりもご協力して頂ければというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思いまして意見させていただきました。
よろしくお願いいたします。
（髙田院長）
　　ありがとうございます。
非常に薬剤の不足、昨今問題となっていると思うのですが、それについてのご意見ですがいかかでしょうか
岡先生、医師の立場としていかかでしょうか
（岡副院長）
　　自分が慣れた処方をついついしてしまう事がありますけど、昨今の事情を踏まえて、また薬事委員長も兼ねているので周知していきたいと思います。
（髙田院長）
　　出来るだけフレキシブルに対応させて頂きたいと思います。
すべては患者さんの為ですので、融通を利かせるようにしていきます。

（大野大和郡山市歯科医師会会長）
　「誤嚥をする場合に困るから」という事で抜歯依頼が出ております。また「食べられないから」と義歯の調整等の依頼があります。
　全体的には、歯科医師会として施設に行くことが多いです。病院からの口腔ケアの要請もほとんど対応させてもらっていますが、我々の診療は夕方（15：００～19：00）が多いです。
　一番多いケースが誤嚥なんですね。食道までいってしまったらどうって事はないのですが、気管で止まってしまった時の対応は可能なのでしょうか
（髙田院長）
　　ありがとうございます。
　　当院では消化器内科医は常に待機しておりますので、食道以降は内視鏡で対応できますが、先程申し上げたように呼吸器内科医がこの6月に退職しまして補充がないことで申し訳ございませんが気管支鏡の方は現時点では対応できかねる状況となっております。　　　
（大野大和郡山市歯科医師会会長）
　　個人的な意見ですが、昔、知人と3人で優雅に入院生活を過ごした記憶がございます。
　　旅行気分ではないですが、そのような希望を叶えられるようなことはできるので
　　しょうか
（髙田院長）
　　当院にもバス・トイレ付の個室は各病棟に数部屋ございます。当然、有料となりますが優雅な入院生活かどうか分かりませんが、快適な入院生活を送っていただける病室もございますのでご利用いただければと思います。

（西﨑大和郡山市医師会会長）
　　一昨年も申し上げましたので、改めて申し上げることはあまりありませんが、要望があるとすれば、1つは紹介状の返事がほとんど返ってこない事です。
患者さんが退院してきても、どのような治療を受けてきたのかまったく分からないというケースが2人に1人はあります。「受診しました」、「入院しました」等はメディカルアシスタントの方がＦＡＸしていると思いますが、主治医からの病状報告がだいたい3人に1人しかないので、どうなったのか分からないというのが1点です。
それから外来患者数を見たらそれほど多くないと思うのですけど、外来予約が入らない。先日も循環器内科が1ヶ月半待ちでした。そんなに混んでいるのかなと私は思っているのですが、私は現状を知っているので「予約なしで行ってくれ」と案内しています。
総合医療センターでも2週間以内で予約は入ります。この病院がなぜ1ヶ月以上入らないのかなと思います。もう門前払いをされている感じを受けます。
　　そのあたりをご検討頂ければと思います。
（髙田院長）
　　ありがとうございます。
　　紹介患者さんのお返事に関しましては、確かに対応が悪いケースも見受けられます。
　　医局会や部課長会議で返信を速やかにするように、そして患者総合支援センターで
　も出来るだけ早く、ご紹介頂いた先生方に何等かの形で情報をお返しするようなシス
　テムを考えているところであります。なかなか何度言っても聞かない医師もおります
　ので、そこはコメディカルの方でサポートする必要があるかなと考えております。
　　何とか速やかに返事を返すようにしたいと思っております。
　　外来予約の件に関しましては、なかなか予約が取れないという事なのですが先生が
　おっしゃっていた循環器内科については、現在常勤医がいなくて非常勤医も常勤医が
　病院に在籍していた時に診ていた患者さんを診るというのが主な目的で外来を週1回、
勤めている状況が大きく、その中でも2～3名の非常勤の先生方がいるのですが、なかなか初診を受け入れるという体制が出来ていないのは正直、ご指摘のとおりです。
　　そのあたりは、少しこれから改善して非常勤の先生になるのでなかなか言いにくい
　ところはありますが、そこは病院のため、また患者さんのために受けてもらうように
　考えていきたいと思いますので、もう少しお待ち頂きたいと思います。
　　どうもありがとうございます。
　
（髙田院長）
　　　まだまだ当院、色々な課題を抱えている事は充分、承知しております。もっともっ
　　と改善していく必要がありますし、ひいては赤字を少しでも良くすることに繋がると
　　考えているので、また先生方からも「こうしたらどうか」等のアイデア・ご意見がございましたら、頂戴したいと思いますのでよろしくお願いいたします。
　　
【　閉会挨拶（岡副院長　】
　　本日はお忙しい中、またお暑い中、当院の地域協議会に参加して頂きまして本当に
　ありがとうございました。
　　院長の方からも詳しい報告がありましたけれども、日本の医療は財政的な面も含め
　て非常に大きな課題を抱えていて医療崩壊が現実のものになるというふうに言われて
　おります。
　　先程、院長が言われたように全国の病院の中で赤字病院が60％以上となかなか厳
　　しい状況です。
　　　ただ、厚生労働省の方は全国の病院のベッド数を減らす方向にかなり力を入れて、補助金をばらまいて、ベッド数を減らすように仕向けている状況であります。
　　　厚生労働省がいうのは、「人口が減るのでベッド数はそんなにいらないだろう」とい
　　うのですけど、確かに総人口は減りますが、高齢化率や高齢の人口はまだしばらくの
　　間は増えるのであって医療のニーズは充分、大和郡山でもあると思います。
　　　当院は以前から大和郡山市の市民病院的な病院として、急性期医療から慢性期、包　
　　括ケア病棟もあり、ケアミックス病院として地域に貢献したいと思っておりますし、
　　産婦人科、小児科もあり、また訪問看護ステーション、健診センターも併設しており
　　ます。
　　　この大和郡山市になくてはならない存在であり続けるということを念頭に職員一同、
　　頑張っておりますので、これからもどうぞよろしくご支援お願いいたします。　
　
　
　　








